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一 般 注 意 事 項 :

・この試験成績書は、試験を行つた製品に対してのみ有効である。
=この試験成績書を部分複写して使用する場合には、」ETの 承認を

書面により受けなければならない。

白井 藤 雄
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試験成績書番号 :1lTR一 Y0872

給水装置の構造及び材質の基準に関する省令

項 目 要求事項 ―  試 験 結 果 判定

第一条 (耐圧に関する基準) β

第1項 給水装置(最終のと水機構の流出側に設置されている給水用具を除く。以下この条に
おいて同じ。)は、次に掲げる耐圧のための性能を有するものでなければなを)ない。

β

―
有 給水装置 (貯湯湯沸器及び貯湯湯沸器の下流側に

設置されている給水用具を除く。)は、厚生労働大臣

が定める耐圧に摩する試験 (以下「耐圧性能試験」と

いう。)により 7ヽ5MPaの静水圧を1分間加えたとき、

水漏れ、変形、破損その他の異常を生じないこと。

総水ヨよグ′劾 侮

揚冴 異草なじ β

二号 貯湯湯沸器及び貯湯湯沸器の下流側に設置されて

いる給水用具(次号に規定する部分を際く。)は、耐

圧性能試験により0 3MPaの静水圧を1分間加えたと

き、水漏れ、変形、破損その他の異常を生じないこ

と。

打

口
巧一二 前号の給水用具のうち―缶二水路型貯湯湯沸器(―
つの熱交換器を浴槽内の水等の加熱及び給湯に素

用する構造の貯湯湯沸器をいう。)は、その浴槽内の

水等の加熱用の水路(熱交換器内のものに限る。)の

部分については、接合箇所(溶接によるものを除く。)

を有せず、耐圧性能試験により 7ヽ5MPaの 静水圧を
ヽ分間加えたとき、水漏れ、変形、破損その他の異常

を生じないこと。

/ V

四号 0リング等を水庄で圧縮することこより水密性を確保

する構造の給水用具は、前三号に掲げる性能を有す

るとともに、耐圧性能試験により20kPaの静水圧を 1

分間加えたとき、水漏れ、変形、破損その他の異常を
生じないこと。

/ V

第2項 給水装置の接合筐「所は、水圧に対する充分な耐力を確保するためにその構造及び材

賃に応じた適切な接合が行われているものでなければならない。

第3項 家屋の主配管は、配管の経路について構造物の下の通過を避けること等により漏

水時の修理を容易に行うことができるようにしなければならない。

第二条 (浸出に関する基準)

第二条 (水撃限界に関する基準)

第四条 (防食に関する基準)

第五条 (逆流防止に関する基準)

第六条 (耐寒に関する基準)

第七条 (耐久に関する基準)
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別表第一

項目 1要求事項一試験 結果―測京! 判定

浸出性青ヒ

試験成績書番号 illTR一 Y0872

附記 :この試験は、依頼者が提出した製品を依頼者が指定する試験条件及び指定箇所について行った。

別表第二

項目 要求事項一試験 結果一測定 判定

吐水日空間距離 t呼び径が 25mm以下のもの)

別表第二

項 目 要求事項―試験 結果―測定 判定

吐水日空間EE離 (呼び径が 25mmを超えるもの)

試験方法

項 目 要求事項―試験 結果―測定 判定

」・験方法は、次の該当する日本工業規格の最新版を適用した。 ′

水道器具―耐Elf能 試験方法 」 ,S S 3 2 0 0 - 1 ′

水道器具一耐寒性能試験方法 」 i S  S  3 2 0 C  2

水道器具一水肇順界性能試験方法 」 iS S 3 2 0 0 - 3

水道器具―逆流防止性能試験方法 」 l S  S  3 2 0 0 - 4

水道器具一負圧破壊性能試験方法 」 l S  S  3 2 0 0 - 5

水道器具―耐久性能試験方法 」 l S  S  3 2 0 C  6

水道器具―浸出性能試験方法 」lS S 3200-7
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